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『
太
上
感
応
篇
』
（
以
下
「
感
応
篇
』
と
い
う
）
は
、
『
功
適
格
」

『
文
昌
帝
君
陰
陰
文
』
『
関
聖
帝
君
覚
世
真
経
』
な
ど
と
共
に
善
書

（
勧
善
害
）
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
は
最
も
古
い
。
北
宋

徽
宗
頃
に
は
す
で
に
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
著
者
に
つ
い
て
は

い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
『
正
統
道
蔵
』
中
に
は
、
李
昌
齢
伝
、
鄭

清
立
賛
と
あ
る
。
李
昌
齢
に
つ
い
て
は
同
名
異
人
が
あ
り
、
一
人

は
『
宋
史
』
に
も
で
て
く
る
太
平
興
国
三
年
（
九
七
八
）
進
士
に

な
っ
た
人
で
、
も
う
一
人
は
南
宋
理
宗
頃
の
四
川
省
の
隠
士
と
い

う
人
物
で
、
本
書
は
歴
代
皇
帝
の
欽
定
も
あ
っ
て
十
二
世
紀
に
は

広
く
拡
っ
て
い
っ
た
。

さ
て
、
本
書
は
全
文
一
二
七
七
字
か
ら
な
る
短
か
い
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
要
旨
は
善
行
す
れ
ば
長
生
で
き
、
悪
行
を
重
ね
る
と

短
命
に
終
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
「
周
易
、
坤
」
に
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「
積
善
之
家
、
必
有
余
慶
、
積
不
善
之
家
、
必
有
余
狭
」
と
あ
り
、

道
徳
基
準
の
一
つ
、
人
々
の
心
の
持
ち
よ
う
を
い
っ
て
い
た
。
道

教
経
典
の
一
つ
『
太
平
経
』
を
貫
く
思
想
の
中
に
「
承
負
」
が
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
「
親
の
因
果
が
子
に
報
い
」
で
、
親
や
先
代
の
善

行
が
子
孫
の
繁
栄
、
家
門
隆
盛
を
招
く
が
、
反
対
の
悪
行
は
子
孫

に
影
響
を
及
ぼ
し
遂
に
は
家
門
滅
亡
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
承
負

説
は
『
感
応
篇
」
の
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
最
も
大

き
な
存
在
は
『
抱
朴
子
、
内
篇
」
第
三
対
俗
、
第
六
微
盲
篇
で
あ

ろ
う
。
対
俗
篇
で
は
「
地
仙
を
欲
せ
ぱ
当
に
三
百
善
を
立
つ
べ

し
、
天
仙
を
欲
せ
ば
千
二
百
善
（
『
感
応
篇
』
で
は
千
三
百
善
）
を

立
つ
べ
し
」
と
あ
り
、
も
し
千
九
百
九
十
九
で
悪
行
を
行
っ
た
ら

初
め
か
ら
や
り
直
せ
と
書
い
て
い
る
。
こ
こ
は
「
感
応
篇
」
に
も

あ
る
が
、
両
者
の
違
い
は
、
「
抱
朴
子
」
で
は
善
行
を
勧
め
る
他

に
、
仙
人
の
域
に
達
す
る
に
は
、
金
丹
、
仙
薬
、
登
渉
、
論
仙
な

ど
の
諸
篇
が
示
す
よ
う
な
努
力
目
標
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
あ
く

ま
で
善
行
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
長
生
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
次
に
「
感
応
篇
』
の
内
容
に
入
っ
て
み
よ
う
。

文
初
は
「
太
上
曰
く
、
禍
福
に
門
な
し
、
た
だ
人
自
ら
召
す
。

善
悪
の
報
い
は
影
の
形
に
従
う
が
如
し
」
と
い
う
名
文
と
な
っ
て



日本医史学雑誌第50巻第1号(2004)143

い
る
。
つ
い
で
天
人
合
一
思
想
か
ら
天
は
人
々
を
看
視
し
、
北
斗

の
神
君
は
天
の
頭
上
か
ら
照
覧
し
、
そ
の
悪
行
に
よ
り
紀
（
三
百

日
）
と
算
（
三
日
）
を
そ
の
命
か
ら
減
じ
る
と
い
う
。
ま
た
三
Ｆ

の
神
が
身
中
に
あ
り
庚
申
の
日
に
は
天
に
そ
の
罪
過
を
報
告
し
、

月
晦
の
日
に
は
竜
の
神
も
同
様
で
あ
る
（
「
抱
朴
子
』
で
は
算
紀
を

奪
う
と
あ
る
）
。
そ
こ
で
長
生
を
求
め
ん
と
す
れ
ば
須
ら
く
こ
れ

を
避
く
く
し
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
総
論
的
な
事
項
の
次

に
は
善
行
と
悪
行
の
細
か
い
注
意
を
並
べ
て
い
る
。
本
書
の
文
章

は
文
言
が
つ
づ
い
て
い
る
の
で
そ
の
区
切
り
が
難
か
し
い
が
、
演

者
の
算
え
た
と
こ
ろ
善
行
は
十
六
、
悪
行
は
六
十
九
で
あ
っ
た
。

悪
行
が
数
多
い
こ
と
は
そ
の
ま
ま
人
々
に
注
意
を
よ
び
か
け
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

つ
い
で
晦
日
、
大
晦
日
に
騒
い
だ
り
、
元
日
に
大
き
な
声
を
出

し
ど
な
る
、
北
に
向
っ
て
唾
を
は
い
た
り
、
放
尿
し
た
り
、
亀
を

侮
辱
し
た
り
、
用
い
る
火
に
は
用
心
し
、
季
節
の
変
り
目
に
は
刑

を
行
わ
な
い
。
流
星
や
虹
を
指
さ
し
た
り
日
月
を
長
く
見
つ
め
た

り
、
北
に
向
っ
て
悪
口
を
い
う
、
亀
蛇
（
北
方
の
シ
ン
ボ
ル
）
を

殺
し
て
は
い
け
な
い
な
ど
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
の
部
分
は
古
く

か
ら
あ
る
中
国
の
民
俗
習
慣
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
ら

の
所
行
を
重
ね
る
と
司
令
の
神
は
そ
の
軽
重
に
よ
り
紀
と
算
を
奪

う
が
、
算
が
つ
き
れ
ば
死
に
到
り
、
そ
の
余
り
は
子
孫
に
ま
で
過

が
及
ぶ
と
い
っ
て
い
る
。

結
論
の
部
分
で
は
善
行
の
心
が
お
こ
れ
ば
吉
神
が
、
悪
行
の
心

が
お
こ
れ
ば
凶
神
が
こ
れ
を
見
て
い
る
。
だ
か
ら
「
諸
悪
莫
作
、

衆
善
奉
行
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
善
行
す
れ
ば
禍
を
転
じ
て
福

に
な
し
、
一
日
に
三
善
す
れ
ば
三
年
た
て
ば
福
が
、
一
日
に
三
悪

い
ず
く
ん
ぞ

す
れ
ば
三
年
で
天
は
必
ず
禍
を
降
す
と
あ
り
「
胡
不
勉
而
行
之
」

と
い
う
言
葉
で
終
っ
て
い
る
。

『
正
統
道
蔵
」
で
は
「
感
応
篇
」
が
あ
る
が
、
そ
の
他
『
道
蔵

輯
要
』
に
は
六
種
、
『
蔵
外
道
書
』
で
は
九
種
の
「
感
応
篇
」
及

び
そ
の
集
註
、
図
説
な
ど
が
あ
る
。

総
会
で
は
こ
れ
ら
道
蔵
関
係
の
目
録
や
、
演
者
の
所
持
す
る
感

応
篇
類
な
ど
に
つ
い
て
供
覧
し
た
い
。

（
吉
元
医
院
）


